
◆  寝屋川市駅前に
　 図書館機能を再構築 特 集
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　平成30年６
月18日に発生
した大阪府北
部地震の影響
で、中央図書
館・中央公民
館・福祉事務所
などの機能を
担っていた市
総合センターは閉館しています。市民の皆さんに
はご不便をおかけしています。
　市総合センターの今後の方向性について検討を重
ねた結果、令和３年、寝屋川市が市制70周年を迎
える大きな節目の年に、中央図書館は市民一人一
人が自分の「時間」「居場所」「思い出」を作る
ことができる空間を目指した新たな図書館へと生
まれ変わります。
問　中央図書館臨時図書室（☎838・0141）

ターミナル化構想
　市総合センターの閉館に伴い、市民サービスの分散
化及び機能縮小を余儀なくされたところですが、将来
の市民サービスの在り方などを見据え、ターミナル化
構想第１弾としてアドバンス１号館４階に図書館を新
たに令和３年度に開設することを目指します。

第１弾

▲�大阪府北部地震発生時の中央図書
館の様子

市民サービ
スのターミ

ナル化へ !
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寝屋川市駅前に
図書館機能を再構築

新たな図書館
網を再構築

市内27か所の郵便
局と連携

図書の受け取り・返却

インターネット 電 話

窓口（７か所） 窓口（７か所）※※

郵便局
（27か所）

ｼﾃｨ･ｽﾃｰｼｮﾝ
（４か所）

図 書 の 予 約

CS〒

窓

郵便局でも図書の受け取り・返却が可能に！

　インターネットなどで予約した
図書を市内27か所の郵便局や４か
所のシティ・ステーションで受け取
り・返却ができるようになります。

窓口で利用登録

図書の予約

図書の受け取り・返却

９月中旬（予定）

９月下旬（予定）

10月１日（木）から
※�中央図書館臨時図書室、東図書館、駅前図書館、東北分室、西北分室、西南分
室、南分室

10月
スタート

!

ターミナル化構想とは

　市民の利便性を最優先とするため、公共施
設・機能・サービスを公共交通機関の結節点で
ある駅周辺に集約していくまちづくり

再利用した場合

約45億円
（４年６か月）

同規模で建て替えた場合

約89億円
（５年６か月）

アスベスト除去
躯体耐震診断など 新築工事など

総合センターを

アドバンスねやがわ１号館に移転した場合

約6.5億円
（１年２か月）

利便性UP!

最小のコスト・最短の期間で

４・５階、地下２階の床取得費
４階部分（図書館）の整備費、図書購入費など

　閉館中の中央公民館の市民サービス機能などの再構築については、寝屋川市駅前（アドバンスねやがわ
１号館５階）に設置予定で、更なるターミナル化を図っていきます。
　また、令和３年秋頃から、アスベスト問題などについて十分な対策を行った上で、市総合センターの解
体作業を行います。市総合センターの跡地利用については、駐車場に加え様々な活用を検討します。

市総合センターのあり方（中央公民館の市民サービス機能など）

市民サービスの

図書の配送事業スタート！
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おとな図書館

CSシティ・ステーション

〒 郵便局 と 図書館 窓 窓口

こども図書館
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寝
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川
市
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学
校
司
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て
４
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、
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当
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い
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。
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魅
力
や
や
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い
を
感
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る
と
き
は

　
返
却
に
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た
児
童
や
生
徒
が

「
こ
の
本
、
す
ご
く
面
白
か
っ
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よ
」
と
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、
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す
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こ
の
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っ
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ら
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た
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の
工
夫
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季
節
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な
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す
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ビ
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図
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で
30
冊
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と
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ま
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例
え
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そ
し

て
活
字
離
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い
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若
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多
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え
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。

～夏休みだから 本 を読もう～

子どもたちの「考える力」を育みます

ちょこっと

紹 介新しい図書館

　駅前の立地をいかし、学生の学びの場や憩いの場
として、また、シルバー世代や働く世代など日常
的に図書館に通いにくい人たちが自分の「時間」と
「居場所」を求め、毎日行きたくなるような、これ
までの図書館のイメージを一新する落ち着きのある
空間の創出に向けた取り組みを進めます。

　駅直結という立地を最大限活用し、こども図書館とし
ての専門機能に加え、子育て世代の保護者のニーズに寄
り添う各種施策を実施予定です。遊び心のあるインテリ
アで、親子同士が交流できるスペースを設けるなど、子
育て世代の居場所としてゆっくり過ごすことができ、明
るくて居心地のよい、何度も行きたくなるような空間の
創出に向けた取り組みを進めます。

「時間」「居場所」「思い出」を作れる場所
市民一人一人が

令和３年
８月（予定）

　トットちゃんが通っていた小学校「トモエ学園」では
教室が電車だった。校庭に６台ならんでいて、１学年に
つき１台。トットちゃんたち１年生は９人だけ。

　教室には決まった席はなかったし、
時間割もなかった。女の先生は毎
朝黒板に１日ぶんの問題を書いて
「好きなのからやりなさい」。戦
前の日本に実在した自由教育下
の逸話のかずかずは何度読んで
も心打たれます。全年齢対象の
名作。

　萩原さんの短歌には、人のノドを実際に通って発せら
れた肉声のような生 し々さがあります。もちろん歌人とし
ての技にも感動しますが、その短歌から自然とこぼれ落
ちる、優しさや温もりに触れたくて、私は
この歌集を何度もひらきました。　「い
つか、こうなりたい」と願う場所に最
初から到達できている人なんてほ
とんどいません。誰もが、その目標
や目的地までの道のりがあります。
『滑走路』はそんな全ての人 に々
優しく寄り添ってくれる歌集です。

司
書
さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

たくましく生き抜く力

学力・体力向上策
❸

❶
「考える力」を育む

ディベート教育 など

❷
学習習慣・ティーチング
NEW

NEW

読書×寝屋川方式
　教育の基本となる「考える力」を育むため、市で
は「寝屋川方式」の一つとしてディベート教育を導
入しました。たくさんの本を読み、多くの情報から
必要なものを取捨選択することによって、ディベー
ト能力の向上につながり、「考える力」が養われる
と考えています。学校図書館への図書の配送など、
図書館をもっと身近に、もっと充実させて、「寝屋
川だからできる」教育を目指します。

無料
wi-fi

坂さ
か
ぐ
ち口 
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【
図
書
館
司
書
】

丈じ
ょ
う
ろ
く六 

陽よ
う
こ子

さ
ん

【
学
校
司
書
】

　

図
書
館
の
主
役
は
や
っ
ぱ
り
本
。
寝
屋
川
市
の
図

書
館
の
蔵
書
は
ど
ん
な
思
い
で
選
ば
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
２
人
の
司
書
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

カフェ
スペースも !

ねやがわPR大使である芥川賞作家の又吉直樹さんと

直木賞作家の門井慶喜さん。本と言えばこの人！なお二人に、

この夏オススメの一冊をご紹介いただきました。

寝屋川市出身
昭和55年6月2日生まれ 又吉 直樹さん

（お笑い芸人・芥川賞作家）

寝屋川市在住
昭和46年11月2日生まれ門井 慶喜さん

（直木賞作家）

作家・宮沢賢治の父の人生を描いた作品。
時代を超えた「父と子」の関係は、涙なし
には読めません。子育て世代必見です。

２人の芸人人生を描いた小説デビュー作。
奇想天外な展開を通し、「笑いとは」「人
とは」を問う話題の一冊です。

『銀河鉄道の父』 直木賞受賞 芥川賞受賞『火花』
市
オ
ス
ス
メ

『窓ぎわのトットちゃん』黒柳徹子（講談社青い鳥文庫） 『滑走路』萩原慎一郎（KADOKAWA）

※�

レ
フ
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ン
ス
機
能
…
図
書
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の
資
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を
使
い
、調
べ
も
の
を
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ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
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